
  

 これまでのテキサス州の飛躍的な発展を鑑みるに、まさに当時の編集委

員達は先見の明があったということになり、今後のテキサスの発展にも大

いに期待したいものです。 

   その名のごとく、ガルフストリームは技術の発達や時代の「流れ」に柔軟

に対応し、手書きに始まり、ワープロ打ちをした活字からDTPソフトの使用

へ、白黒からカラー刷りへ、紙版からデジタル版へと進化してきました。ま

た、ページ数も創刊当初の3ページから次第に増え、1980年代後半に活

字となる頃には約8ページ、その後12ページに定着したのが1999年頃の

ことです。掲載内容を見てみますと、発行当時は機関誌として議事録や

会員消息、連絡事項等の商工会活動の記録が中心でした。しかし、80年

代頃からは読者対象を会員やその家族、関係する邦人コミュニティへと拡

大し、より面白く、より役に立つ情報もバランスよく組み込んで提供できる

よう工夫し、バラエティーに富んだ記事が掲載されるようになりました。  
 締め切りに向かって（追われて？！）奔走しているのは今も昔も変わりま

せんが、50年もボランティアによって編集活動が続いてきた理由は、生み
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の苦しみの後に形となって残っていくガルフストリームを見た時の喜びや

達成感、読者の皆さんからいただく温かい励ましの言葉等で、どんな苦労

も吹き飛んでしまうからなのかもしれません。 

 ガルフストリームが過去や未来のJBAHの歩み、そして当地の邦人コミュ

ニティの歴史を刻む貴重な文献としての役割を果たすと共に、今後もより

愛されるガルフを目指し、当会の特色を反映したJBAHならではの会報誌

となることを編集委員一同心より願っています。今回の特集号に合わせて

取材に快く応じてくださった門脇初代事務局長には、長年に亘るご貢献

に改めて感謝申し上げます。最後に、この記事を読んでくださっている読

者のあなたも、ぜひガルフストリームの編集活動にご参加いただけると嬉し

いです。                                  （編集部）               

小林事務局長と門脇さん ▶ 


